
学校法人 青池学園 

富山リハビリテーション医療福祉大学校学則 
 

（目的） 

第１条 本校は、教育基本法、学校教育法に基づき医療福祉に関する知識と技術の修得を目的とする学科を

設置し、高等教育の基礎の上にさらに高度な医療福祉専門教育を施し、併せて豊かな人間形成を

めざし現代社会に貢献し奉仕する熱意ある人材を育成することを目的とする。 

 

（名称） 

第２条 本校は、学校法人 青池学園 富山リハビリテーション医療福祉大学校 という。 

 

（位置） 

第３条 本校は富山県富山市総曲輪四丁目 4 番 5 号及び富山県富山市一番町3 番 20 に置く。 

 

 

（課程、学科、修業年限、在学年限、定員、学級数） 

第４条 本校の課程、学科、修業年限、定員、学級数は次のとおりとする。 

 

課 程 名 学 科 名 昼夜別   
対 象 
性 別 

修 業 
年 限 

定 員 総 定 員 学級数   

医療専門課程   理 学 療 法 科 昼 男・女 ４ 年 ６０名 ２４０名 ２ 

医療専門課程   作 業 療 法 科 昼 男・女 ４ 年 ４０名 １６０名 １ 

福祉専門課程 介 護 福 祉 科 昼 男・女 ２ 年 ４０名 ８０名 １ 

 

２）在学年限は、理学療法科、作業療法科は８年、介護福祉科は４年をこえてはならない。 

 

（学年、学期） 

第５条 本校の学年は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

２）年間の授業を行う期間は試験等の日時を含め年間３８週を原則とし、学期は下表の 

とおりとする。 

 

学 科 名 前 期 後 期 

理 学 療 法 科 ４月１日～９月３０日まで １０月１日～３月３１日まで 

作 業 療 法 科 ４月１日～９月３０日まで １０月１日～３月３１日まで 

介 護 福 祉 科 ４月１日～９月３０日まで １０月１日～３月３１日まで 

 

（休業日） 

第６条  本校の休業日は次のとおりとする。 

１ 日曜日 

２ 国民の祝日に関する法律の定める日 

３ 創立記念日 ９月１４日 

４ 夏期休業日 ７月下旬 ～ ８月下旬 までの学校が定める期間 

５ 冬期休業日 １２月下旬 ～ １月上旬 までの学校が定める期間 
６ 春期休業日 ３月下旬 ～ ４月上旬 までの学校が定める期間 

２）校長は必要があると認められる場合には、前項の休業日を変更し、又は臨時の休業を定めるこ

とができる。 

 

（教育課程、履修単位及び授業時数） 

第７条 本校の教育課程及び授業時数は、理学療法科においては別表（１）－１、作業療法科においては別表

（１）－２、介護福祉科においては別表（１）－３とする。 

 

（始業、終業時間） 

第８条 本校の始業及び終業の時刻は９時００分から１７時５０分までとする。 



（組織） 

第９条 本校に次の職員を置く。 

１ 校長 １名 

２ 教員 １８名以上 

３ 講師 ２０名以上 
４ 事務職員 ２名以上 

２）校長は校務を司り、所属職員を監督する。 

 

（入学時期） 

第１０条 本校の入学時期は、原則として毎年４月１日とする。 

 

（入学資格） 

第１１条 本校の入学資格は以下の各号に規定する者とする。 

１ 高等学校を卒業した者 

２ 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者 

３ 専修学校の高等課程で大学入学資格を付与される課程を修了した者 

４ 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定した者 

５ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を履修した者 

６ 文部科学大臣の指定した者 

７ 高等学校卒業程度認定試験に合格した者 

８ その他本校において、個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、１８歳以上の者 

 

（入学選考、入学手続） 

第１２条 本校に入学を希望する者は、入学検定料を添えて、本校の定める書類を提出しなければならない。 

２）前項において提出すべき書類、提出の時期等は別に定める。 

３）校長は、第１項の者について、別に定めるところにより選考を行い、合格者を決定する。 

４）前項の合格者は、指定の期日までに、所定の入学金、授業料等を添えて別に定める書類を提 

出しなければならない。 

５）校長は、指定の期日までに前項に定める手続を完了しない者に対して、合格を取り消すこと

ができる。 

 

（休学、復学） 

第１３条 学生が、疾病その他やむを得ない事由によって引続き３０日欠席して、なお継続して復学ができ

ない場合には、校長に願い出て許可を得て休学することができる。 

２）休学期間は１年以内とする。ただし特別な事情のある場合は、校長の許可を得て更新するこ

とができる。 

３）休学期間は通算して２年をこえてはならない。 

４）休学期間は、第４条第２項に規定する在学期間に算入しない。 

５) 休学の事由が消滅して復学しようとする者は、事由を記載した書類を添えて校長に願い出

て許可を得なければならない。なお、疾病を理由とする休学の場合は、健康診断書を添付す

ることとする。 

 

（転入学、編入学） 

第１４条 本校への転入学及び編入学を希望する者がある場合は、欠員のある場合に限り、学習の進展が同程

度であり、かつやむを得ない事情があると認めた場合には、校長は選考の上許可することができ

る。 

２）前項の規定により入学を許可された者のすでに履修した授業科目及び修得した単位につい

ては第１９条に準じて取り扱い、修業すべき年数については、校長が別に定める。 

３）第１２条の規定は、転入学及び編入学について準用する。 



（退学） 

第１５条 退学しようとする者は、その事由を記載した書類を添えて、校長に願い出て許可を得なければなら

ない。 

 

（除籍） 

第１６条 次の各号の一に該当する者は、これを除籍することができる。 

１ 死亡の届出のあった者 

２ 第４条第２項に規定する在学期間をこえた者 

３ 第１３条第３項に規定する休学期間をこえた者 

４ 休学期間を終わっても所定の手続きをしない者 

５ 授業料等学費の納入を３ヶ月以上怠り、催促しても納入しない者 

 

（授業時数の単位数への換算） 

第１７条 本校の授業科目の授業時数を単位に換算する場合においては、講義及び演習については１５時間

から３０時間、実験、実習及び実技については３０時間から４５時間の範囲で、教育効果、授業

時間外に必要な学習等を考慮して１単位とする。 

 

（成績評価、単位の認定） 

第１８条 各授業科目の履修を終え、授業時数の３分の２（理学療法科、作業療法科「臨床実習Ⅰ、Ⅱ、 Ⅲ」

および介護福祉科「介護実習」については５分の４）以上の出席者に対し、試験を行い又は実習

の成果を評価し、単位を認定する。 

２）前項の試験及び実習の成果は秀、優、良、可、不可の５段階で評価し、可以上の者に当該科

目の単位を認定する。 

３）第１項の試験を疾病その他やむを得ない理由により欠席した者に対しては、追試験を行うこ

とができる。 

４）第１項の試験の成績不良の者に対して、再試験を行うことができる。 

５）その他単位認定に関することは、別に定める。 

 

（他の専修学校等における授業科目の履修、インターンシップにおける授業科目の履修） 

第１９条 本人からの申請に基づき、他の専修学校、大学等において履修した授業科目を、個々の既修の学習

内容を評価した上で、認定を受けようとする授業科目における教育内容に該当するものと認められ

る場合には、各課程の修了に必要な総授業時間数の２分の１を超えない範囲で、当該課程における

授業科目の履修とみなし単位を与えることができる。なお各学科においては、指定規則に準じる。 

 

（進級認定、卒業認定、証書の授与） 

第２０条 校長は各年次の単位を修得した者に対し、進級判定会議の審議を経て、進級を認定する。 

２）所定の修業年限以上在学し、各学科所定の全単位を修得し、卒業試験に合格した者には、卒

業を認定し、卒業証書を授与する。 

 

（称号の授与） 

第２１条 第２０条第２項により、理学療法科、作業療法科の卒業を認定されたものは、高度専門士（医療

専門課程）、介護福祉科の卒業を認定されたものは、専門士（福祉専門課程）と称することができ

る。 

 

（表彰） 

第２２条 学生で他の学生の模範となる者及び成績優秀者を表彰することができる。 

 

（懲戒） 

第２３条 学生としての本分に劣る行為があったときは、これを懲戒する。 

２）懲戒は、訓戒、謹慎、停学、退学とする。 

 

 

 

 



（懲戒退学の基準） 

第２４条 前条の退学は、次の各号の一に該当する者に対して命ずることができる。 

１ 性行不良で改善の見込がないと認められる者 

２ 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

３ 正当な理由がなくて、引続き３０日以上欠席し再三の出席督促にもかかわらず出席しない者 

４ 学校の秩序を乱し、その他、学生としての本分に反した者（学費） 

 

（学費） 

第２５条 学費は指定された期日までに納入しなければならない。 

２）学費とは、入学金、授業料、その他学校諸費をさし、別表（２）のとおりとする。 

３）別表（２）の他、教育に必要な費用を徴収することがある。 

 

（既納入金の返還） 

第２６条 第２４条の納入金は入学日前までに申請があれば、入学金を除き全額返還する。 

 

 

（定期健康診断） 

第２７条 本校では、学生及び教職員の健康維持の為、毎年１回時期を決めて健康診断を実施する。 

 

（雑則） 

第２８条 この学則の実施に関し必要な細則は校長が定める。 

 

附則 

１ この学則は平成２９年４月１日より施行する。 

 

附則 

１ この学則は、令和２年４月１日より施行する。 

 

附則 

１ この学則は、令和４年４月１日より施行し、令和 ４ 年度入学生より適用する。 

 

附則 

１ この学則は、令和６年４月１日より施行し、令和 ６ 年度入学生より適用する。 

 



（第２５条 学費関係） 

別表（２）単位（円）  

 

学科 前期／後期 入学金 授業料 実習費 
教育・設備 

充実費 

合計 

（入学金を除く） 

理学療法科 

作業療法科 

（1 年次 前期） 280,000 450,000 350,000 150,000 950,000 

（1 年次 後期）   450,000     450,000 

（2～４年次 前期）   450,000 350,000 150,000 950,000 

（2～４年次 後期）   450,000     450,000 

理学療法科

スポーツ 

専攻コース 

（1 年次 前期） 280,000 450,000 350,000 150,000 950,000 

（1 年次 後期）   450,000     450,000 

（2～４年次 前期）   550,000 450,000 150,000 1,150,000 

（2～４年次 後期）   550,000     550,000 

 

介護福祉科 

（1 年次 前期） 100,000 300,000 80,000 100,000 480,000 

（1 年次 後期）   300,000 80,000 100,000 480,000 

（2 年次 前期）   300,000 80,000 100,000 480,000 

（2 年次 後期）   300,000 80,000 100,000 480,000 

 

 

 

１）学費の変更は以後の入学生に適用することとし、在学者についてはなお従前の例による。  

２）学費は入学時一括払いを原則とする。ただし申請により学期ごとの分割納入も可能である。  

３）卒業年度には卒業諸費として必要な額を徴収する。 


